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進化を続ける
「路面電車のまち」

公共交通を活かしたコンパクトシティ政策を進める富山市で、
北陸新幹線開業と同時に、富山駅高架下に路面電車乗り入れが実現した。
ＪＲ富山港線の日本初となる本格的ＬＲＴ化、
市内電車の環状線化事業に続く路面電車の新幹線高架下乗り入れ、
そして現在、進められている南北路面電車の接続事業。
ＬＲＴネットワーク完成に向けて、
次世代のまちづくりを推進する富山市と
地域交通事業者としてそれを支える富山地方鉄道の取り組みを紹介する。

文◉茶木　環／撮影◉織本知之／写真提供◉富山地方鉄道株式会社

特集：北陸新幹線の開業と交通まちづくり
［新たな成長期を迎えた富山地鉄・万葉線］
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特集：北陸新幹線の開業と交通まちづくり
［新たな成長期を迎えた富山地鉄・万葉線］

新
幹
線
高
架
下
に
乗
り
入
れ
る
路
面
電
車

富
山
市
で
は
平
成
27
年
３
月
14
日
の
北
陸
新

幹
線
開
業
（
長
野

－

金
沢
間
）
に
合
わ
せ
、
富

山
駅
周
辺
整
備
を
推
進
、
富
山
地
方
鉄
道
（
富

山
地
鉄
）
市
内
軌
道
線
（
市
内
電
車
）
の
新
幹

線
高
架
下
乗
り
入
れ
を
実
現
さ
せ
た
。
近
代
的

な
デ
ザ
イ
ン
の
富
山
駅
の
駅
舎
を
背
景
に
、
市

内
公
共
交
通
の
核
と
も
言
え
る
路
面
電
車
が
走

行
し
、
駅
へ
と
乗
り
入
れ
て
い
く
。
そ
の
風
景

は
、
ま
さ
に
富
山
の
ま
ち
が
迎
え
た
新
た
な
時

代
を
象
徴
し
て
い
る
。

富
山
駅
に
は
、
北
陸
新
幹
線
と
高
山
本
線
、

並
行
在
来
線
の
第
３
セ
ク
タ
ー
・
あ
い
の
風
と

や
ま
鉄
道
が
乗
り
入
れ
、
新
幹
線
高
架
下
に
市

内
電
車
の
富
山
駅
停
留
場
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
南
口
に
は
、
富
山
地
鉄
の
電
鉄
富
山
駅
と

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
北
口
に
は
富
山
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
の
富
山
駅
北
停
留
場
が
あ
り
、
各
種
交

通
機
関
の
結
節
点
と
な
っ
て
い
る
。

富
山
市
で
は
、
都
市
の
諸
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、「
富
山
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
、
そ
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
に
基
づ
き

「
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
拠
点
集
中
型
の
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

富
山
県
の
１
世
帯
当
た
り
の
自
動
車
保
有
台
数

は
約
１・７
台
と
全
国
第
２
位
に
ラ
ン
ク
し
、
市

民
の
自
動
車
依
存
度
は
高
い
。
ま
た
市
街
地
の

外
延
化
や
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
な
ど
の
進

展
に
よ
り
、
市
内
の
公
共
交
通
も
衰
退
を
見
せ

て
い
た
が
、
Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
を
日
本
初
の
本
格

的
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
）

と
し
て
再
生
、
市
内
電
車
の
環
状
線
化
事
業
を

完
了
さ
せ
る
な
ど
、
中
心
市
街
地
整
備
と
と
も

に
、
既
存
施
設
を
ベ
ー
ス
に
鉄
軌
道
の
再
構
築

を
進
め
て
き
た
。

平
成
18
年
に
日
本
初
の
本
格
的
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
し

て
始
動
し
た
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
（
延
長
７
・

６
㎞
）
は
、
白
い
ボ
デ
ィ
に
レ
イ
ン
ボ
ー
カ

ラ
ー
の
ラ
イ
ン
が
入
っ
た
２
連
接
の
低
床
車
両

（
愛
称
：
ポ
ー
ト
ラ
ム
）
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

停
留
場
、
等
時
隔
運
行
、
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
配

置
な
ど
、
利
用
者
目
線
で
サ
ー
ビ
ス
を
徹
底

し
、
Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
時
代
と
比
較
し
て
、
乗
降

客
数
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
た
。

「
他
都
市
の
ケ
ー
ス
を
見
る
と
、
鉄
道
か
ら

路
線
バ
ス
に
転
換
す
る
と
利
用
者
が
半
減
し
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
富
山
市
に
は
、
鉄
軌

道
は
鉄
軌
道
の
形
で
維
持
し
な
く
て
は
だ
め
だ

と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
も
便
利

で
、
か
つ
市
民
が
乗
り
た
い
と
思
う
よ
う
な
鉄

軌
道
で
な
け
れ
ば
、
結
局
は
自
家
用
車
に
流
れ

て
し
ま
う
」
と
、
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
開
業
に

直
接
携
わ
っ
た
谷
口
博
司
富
山
市
都
市
整
備
部

理
事
・
都
市
整
備
部
次
長
は
語
る
。

市
内
電
車
の
環
状
線
化
事
業

富
山
市
の
市
街
地
中
心
部
を
走
る
市
内
電
車

は
１
０
０
年
以
上
も
続
く
路
面
電
車
で
、
昭
和

18
年
か
ら
富
山
地
鉄
が
経
営
し
て
い
る
。
戦
後

に
実
施
さ
れ
た
復
旧
や
大
改
修
で
昭
和
40
年
代

に
は
総
延
長
12
㎞
以
上
あ
っ
た
軌
道
は
、
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
に
よ
る
利
用
者
の
減
少

で
ワ
ン
マ
ン
化
や
路
線
の
縮
小
が
繰
り
返
さ
れ
つ

つ
も
、
昭
和
59
年
以
降
、
路
線
延
長
６
・
4
㎞
、

20
電
停
を
維
持
し
、
営
業
を
続
け
て
き
た
。

富
山
市
が
進
め
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
の
中
で
、
市
内
電
車
が
走
る
市
街
地
中
心
部

は
特
に
重
要
な
地
区
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
富

山
市
は
、
富
山
駅
周
辺
地
区

と
商
業
機
能
の
集
積
地
で
あ

る
平
和
通
り
周
辺
地
区
の
都

心
核
を
結
ん
で
都
心
部
エ
リ

ア
の
回
遊
性
を
高
め
る
た

め
、
市
内
電
車
の
環
状
線
化

と
、
市
内
電
車
と
富
山
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
、
二
つ
の
路
面
電

車
を
接
続
す
る
南
北
接
続
事

業
を
進
め
た
。

市
内
電
車
環
状
線
化
事
業
は
、
丸
の
内

－

西

町
間
に
約
０
・
９
㎞
の
軌
道
と
三
つ
の
停
留
場

を
新
設
し
、
既
存
軌
道
と
合
わ
せ
て
１
周
約

３
・
４
㎞
を
環
状
運
行
す
る
。「
富
山
市
総
合
的

都
市
交
通
体
系
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」（
平
成
17

年
策
定
）
の
主
要
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
、
平
成
20
年
2
月
に
必
要
と
な
る
都
市
計
画

の
変
更
を
行
い
、
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
開
業
か

ら
約
３
年
半
後
の
平
成
21
年
12
月
、
新
設
部
を

「
富
山
都
心
線
」
と
し
て
開
業
。
市
街
地
中
心

部
を
１
周
す
る
環
状
線
が
誕
生
し
た
。

「
こ
の
事
業
の
大
き
な
特
徴
は
、
路
面
電
車

で
は
全
国
初
の
上
下
分
離
方
式
の
導
入
」
と
谷

口
理
事
が
語
る
よ
う
に
、
富
山
市
は
平
成
19
年

施
行
の
「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
及
び
再
生
に

関
す
る
法
律
」
を
適
用
、
公
設
民
営
の
考
え
方

に
基
づ
き
、
上
下
分
離
方
式
を
導
入
し
た
。

富
山
市
は
軌
道
整
備
者
と
し
て
軌
道
整
備
と

車
両
の
購
入
・
保
有
を
行
っ
て
富
山
地
鉄
に
無

償
貸
与
し
、
富
山
地
鉄
は
軌
道
運
送
事
業
者
と

し
て
富
山
市
に
線
路
使
用
料
を
支
払
い
、
車
両

の
運
行
を
担
当
す
る
。
総
事
業
費
は
約
30
億

円
。
軌
道
路
盤
や
ホ
ー
ム
整
備
、
車
両
購
入
費

用
は
、
国
と
市
が
２
分
の
１
ず
つ
負
担
、
軌
道

施
設
の
整
備
は
市
が
３
分
の
２
、
国
が
３
分
の

１
で
分
担
し
た
。

環
状
線
の
整
備
と
同
時
に
市
で
は
２
連
接
の

低
床
車
両
（
愛
称
：
セ
ン
ト
ラ
ム
）
３
編
成
を

導
入
し
、
営
業
運
転
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
富

山
地
鉄
で
も
翌
22
年
よ
り
３
連
接
の
低
床
車
両

（
愛
称
：
サ
ン
ト
ラ
ム
）
を
導
入
し
、
現
在
は

３
編
成
が
市
内
電
車
で
運
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
富
山
都
心
線
周
辺
の
市
街
地
再
開
発

事
業
も
進
み
、
商
業
施
設
「
総そ

う

が

わ

曲
輪
フ
ェ
リ

オ
」
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
多
目
的
広
場
「
グ
ラ

ン
ド
プ
ラ
ザ
」、
図
書
館
や
美
術
館
が
入
居
す

る
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
キ
ラ
リ
」
な
ど
が
完
成
、

民
間
主
体
の
再
開
発
も
活
発
化
し
て
い
る
。

複
合
施
設
に
住
宅
を
整
備
し
た
ま
ち
な
か
へ

の
居
住
誘
導
も
成
果
を
挙
げ
、
公
共
交
通
と
一

体
と
な
っ
た
中
心
市
街
地
活
性
化
の
動
き
を
見

せ
て
い
る
。

「
環
状
化
以
前
の
市
内
電
車
（
全
線
）
の
１

日
当
た
り
の
乗
降
人
員
は
約
１
万
人
だ
っ
た

が
、
環
状
線
化
後
は
約
１
万
１
０
０
０
人
に
、

そ
の
３
年
後
に
は
１
万
２
０
０
０
人
、
新
幹
線

開
業
後
は
利
用
客
が
さ
ら
に
増
加
し
、
現
在
は

約
１
万
３
０
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
。
当
社
が

単
独
で
環
状
運
転
を
行
っ
て
も
、
必
ず
し
も
需

要
が
起
こ
る
わ
け
で
は
な
い
。
再
開
発
事
業
に

よ
っ
て
市
街
地
中
心
部
は
人
々
が
集
い
、
人
々

富山市都市整備部理事
都市整備部次長

谷口博司
Hiroshi TANIGUCHI
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が
行
き
交
う
ま
ち
に
変
貌
し
た
。

や
は
り
、
そ
れ
が
大
き
い
と
思
う
。

活
気
あ
る
ま
ち
の
装
置
と
し
て
市

内
電
車
が
機
能
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
市
民
が
そ
の
存
在
と
価
値
を

理
解
し
、
公
共
交
通
を
利
用
し
よ

う
と
い
う
意
識
に
変
わ
っ
て
き
た

の
だ
と
思
う
」
と
富
山
地
鉄
の
村

井
義
治
鉄
軌
道
部
長
は
語
る
。

遡さ
か
の
ぼれ

ば
、
現
行
ル
ー
ト
と
は
異
な
る
が
、
富

山
地
鉄
は
か
つ
て
環
状
運
転
を
実
施
し
て
い
た

歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
昭
和
48
年
に
西
部
線
の

廃
止
で
消
滅
し
た
が
、
こ
の
事
業
で
富
山
地
鉄

は
36
年
ぶ
り
に
、
環
状
運
転
を
復
活
さ
せ
た
。

「
路
面
電
車
の
ま
ち
」
と
し
て
定
着

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
開
業
、
富
山
地
鉄
市

内
電
車
の
環
状
線
化
で
、
富
山
市
中
心
市
街
地

に
は
連
接
低
床
車
両
が
走
行
し
、
富
山
市
は
全

国
的
に
「
路
面
電
車
の
ま
ち
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
定
着
し
た
。
そ
れ
は
表
層
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
市
民
や
観
光
客
・
ビ
ジ
ネ
ス
客
な
ど
の

来
訪
者
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
交
通
手
段
と

な
っ
て
い
る
。

利
用
促
進
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
も
、

富
山
市
、
富
山
地
鉄
が
と
も
に
行
っ
て
い
る
。　

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
は
開
業
初
年
度
に
通
常

運
賃
２
０
０
円
の
と
こ
ろ
を
１
０
０
円
に
値
引

き
し
て
誘
客
を
図
り
、
市
民
に
「
便
利
で
使
い

や
す
い
公
共
交
通
を
利
用
す
る
習
慣
」
を
浸
透

さ
せ
た
。
開
業
と
同
時
に
導
入
し
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
乗
車
券
「
パ
ス
カ
」
の
存
在
も
大
き
い
。

富
山
地
鉄
も
、
環
状
線
化
か
ら
４
カ
月
後
と

な
る
平
成
22
年
３
月
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
え
こ
ま

い
か
」
を
導
入
し
た
。
こ
の
カ
ー
ド
は
パ
ス
カ

と
の
相
互
利
用
が
可
能
で
、
双
方
と
も
富
山
地

鉄
が
運
営
す
る
鉄
軌
道
全
線
、
路
線
バ
ス
全

線
、
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
、
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
駅
に
接
続
す
る
フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス
、
ま
い
ど

は
や
バ
ス
（
富
山
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
え
こ
ま
い
か
は
好
評
で
こ
れ
ま
で
に
13
万

枚
の
販
売
実
績
を
上
げ
て
い
る
。
え
こ
ま
い
か

と
パ
ス
カ
の
画
期
的
な
点
は
、
自
社
線
だ
け
で

は
な
く
、
相
互
の
交
通
機
関
を
利
用
し
て
も
運

賃
が
割
引
に
な
る
こ
と
。
完
全
な
共
同
運
用
と

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
が
実
現
で
き
た
」

と
富
山
地
鉄
の
貫
場
光
司
企
画
部
副
部
長
・
交

通
政
策
課
長
は
解
説
す
る
。

ま
た
、
え
こ
ま
い
か
は
富
山
市
役
所
の
職
員

証
や
富
山
大
学
の
学
生
証
と
し
て
も
活
用
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、「
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
と
前
身

の
Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
の
利
用
デ
ー
タ
を
比
較
す
る

と
、
平
日
昼
間
の
高
齢
者
の
利
用
が
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
」
と
富
山
市
の
谷
口
理
事
が
話
す

よ
う
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
利
用
し
や
す
い
富

山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
は
、
高
齢
者
の
外
出
機
会
を

創
出
す
る
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

そ
こ
で
富
山
市
で
は
、
満
65
歳
以
上
を
対
象

富山地方鉄道株式会社
鉄軌道部長

村井義治
Yoshiharu MURAI

桜橋桜橋

地鉄ビル前地鉄ビル前

西町西町

丸の内丸の内

県庁前県庁前

新富町新富町

奥田中学校前奥田中学校前

富山ライトレール富山ライトレール

富山地方鉄道
市内軌道線
富山地方鉄道
市内軌道線

富山駅富山駅

路面電車南北接続区間

環状線化事業

■環状線化と南北接続事業

1新幹線高架下にある市内電車の富山駅停留所2バリアフリーの停留所3
城址前の「AMAGING TOYAMA」のフレーム・モニュメント4「富山駅」
停留所の開業式典（平成 27 年３月 13 日）5富山ライトレール6城址と
LRT が融合する美しい景観7「TOYAMA キラリ」前を走行するサントラム

5 6

7

2
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に
「
お
で
か
け
定
期
券
」
を
発
行
。
９
時
～
17

時
に
市
内
各
地
か
ら
中
心
市
街
地
に
出
か
け
る

際
に
は
、
市
内
の
公
共
交
通
（
富
山
地
鉄
の
鉄

軌
道
と
バ
ス
・
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
）
を

１
０
０
円
で
利
用
で
き
る
。
１
年
期
限
付
き
の

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
だ
が
、
毎
年
の
申
し
込
み
数
は
約

２
万
２
０
０
０
人
と
、
富
山
市
の
高
齢
者
の
約

４
人
に
１
人
が
使
っ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
富
山
地
鉄
で
は
平
成
24
年
３
月
、
富

山
県
の
事
業
で
あ
る
富
山
大
橋
（
安
野
屋

－

新

富
山
間
）
の
老
朽
化
に
よ
る
架
け
替
え
に
伴

い
、
橋
梁
を
含
め
た
安
野
屋

－

大
学
前
間
の
複

線
化
を
実
施
し
、
全
線
複
線
化
を
遂
げ
た
。
旧

橋
梁
で
は
道
幅
が
狭
く
、
強
度
の
不
安
も
あ
っ

て
実
施
で
き
な
か
っ
た
セ
ン
ト
ラ
ム
や
サ
ン
ト

ラ
ム
の
運
行
も
可
能
に
な
っ
た
。

「
単
線
の
車
両
の
行
き
来
で
ダ
イ
ヤ
の
組
み

方
が
左
右
さ
れ
る
た
め
、
複
線
化
の
意
義
は
非

常
に
大
き
い
。
市
内
電
車
で
最
後
ま
で
単
線
が

残
っ
て
い
た
こ
の
区
間
の
複
線
化
は
当
社
の
長

年
の
悲
願
だ
っ
た
」
と
村
井
部
長
は
語
る
。

複
線
化
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
６
分
間
隔

か
ら
５
分
間
隔
の
運
行
が
可
能
に
な
っ
た
。

「
１
時
間
当
た
り
の
運
行
本
数
は
１
本
し
か
変

わ
ら
な
い
が
、
時
刻
表
を
見
て
、
５
分
や
10
分

刻
み
だ
と
お
客
さ
ま
に
分
か
り
や
す
い
。
ま
た

路
面
電
車
は
停
留
場
間
が
近
い
の

で
、
隣
の
停
留
場
ま
で
行
く
の
に
、

５
分
以
上
待
つ
な
ら
乗
ら
ず
に
歩

く
こ
と
を
選
ぶ
。『
す
ぐ
に
電
車

が
来
る
』。
お
客
さ
ま
に
そ
う
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
細
や
か
な

配
慮
が
路
面
電
車
に
は
大
切
だ
と

思
う
」（
村
井
部
長
）

ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
力
も
大

き
い
。
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
は
日
本
初
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ

と
し
て
、
先
進
的
な
車
両
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ

れ
た
停
留
場
な
ど
を
県
内
外
に
発
信
し
、
そ
の

知
名
度
を
高
め
た
。
市
内
電
車
環
状
線
化
で
は
、

都
会
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
車
両
「
セ
ン
ト
ラ
ム
」
を

導
入
。
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

車
道
と
歩
道
が
一
体
的
に
見
え
る
空
間
の
整
備
、

石
畳
の
歩
道
や
電
停
、
ベ
ン
チ
な
ど
洗
練
さ
れ
た

デ
ザ
イ
ン
の
街
具
、
再
開
発
さ
れ
た
都
心
的
な

建
築
物
な
ど
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
が
進
む
路
面
電
車
と

調
和
し
た
都
市
景
観
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

富
山
駅
前
や
富
山
城
付
近
に
は
「
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ

Ｉ
Ｎ
Ｇ　

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
と
い
う
フ
レ
ー
ム

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
市
民
に
と
っ
て
こ
れ

ま
で
当
た
り
前
で
あ
っ
た
存
在
を
、
改
め
て
驚

き
の
あ
る
新
鮮
な
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
た

め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
富
山
市
が
打
ち
出
し

て
い
る
も
の
だ
が
、
路
面
電
車
の
進
化
と
と
も

に
、
市
民
の
公
共
交
通
へ
の
関
心
は
確
実
に
高

ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
開
業
日
に
は
約

１
万
５
０
０
０
人
が
乗
車
し
た
が
、「
子
ど
も

を
連
れ
た
両
親
と
祖
父
母
が
多
か
っ
た
」（
谷

口
理
事
）
と
い
う
。
ま
た
、
環
状
線
化
さ
れ
た

市
内
電
車
も
「
中
心
部
ま
で
マ
イ
カ
ー
で
来

富山地方鉄道株式会社
企画部副部長・交通政策課長

貫場光司
Kouji NUKIBA
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て
、
セ
ン
ト
ラ
ム
や
サ
ン
ト
ラ
ム
、
平
成
26
年

に
運
行
を
開
始
し
た
レ
ト
ロ
電
車
な
ど
に
乗
る

こ
と
自
体
を
目
的
の
一
つ
と
さ
れ
る
お
客
さ
ま

も
少
な
く
な
い
」
と
村
井
部
長
も
語
る
。

記
念
撮
影
を
楽
し
む
観
光
客
も
多
い
。
事
業

者
に
と
っ
て
は
予
想
外
の
反
応
だ
が
、「
乗
っ

て
み
た
い
」
と
思
わ
せ
る
魅
力
を
富
山
市
の
路

面
電
車
が
持
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

見
た
目
だ
け
で
は
な
い
乗
り
や
す
さ
、
使
い
や

す
さ
も
満
た
し
た
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ

て
、
市
民
が
富
山
の
ま
ち
と
路
面
電
車
に
愛
着

や
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
国
内
外
に
「
路

面
電
車
の
ま
ち
・
富
山
」
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
広
く
発
信
し
て
い
る
。

交
通
結
節
を
強
化
す
る
南
北
接
続
事
業

現
在
、
富
山
市
で
は
、
富
山
駅
南
側
を
走
る

市
内
電
車
と
北
側
を
走
る
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

を
接
続
さ
せ
る
路
面
電
車
の
南
北
接
続
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
第
１
期
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
の
が
、

市
内
電
車
の
新
幹
線
高
架
下
へ
の
乗
り
入
れ
だ
。

富
山
駅
南
口
の
市
内
電
車
「
富
山
駅
前
」
停

留
場
か
ら
軌
道
を
0
・
16
㎞
延
伸
し
、
新
幹
線

高
架
下
に
「
富
山
駅
」
停
留
場
を
新
設
。
市
内

電
車
環
状
線
化
の
延
伸
部
と
同
様
、
上
下
分
離

方
式
を
採
用
し
、
富
山
地
鉄
が
運
行
を
実
施

し
、
施
設
や
車
両
の
整
備
・
保
有
は
富
山
市
が

担
当
し
て
い
る
。

富
山
駅
停
留
場
は
、
新
幹
線
改
札
口
か
ら
わ

ず
か
38
ｍ
の
距
離
に
位
置
し
、
改
札
口
か
ら
路

面
電
車
が
停
車
し
て
い
る
の
が
見
え
る
。
円
滑

に
乗
り
継
ぎ
が
で
き
る
ほ
か
、
日
中
は
南
富
山

駅
方
面
が
５
分
間
隔
、
大
学
前
方
面
は
10
分
間

隔
、
環
状
線
は
14
分
間
隔
と
高
密
度
な
発
車
で

さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

南
北
接
続
の
第
２
期
事
業
は
、
あ
い
の
風
と

や
ま
鉄
道
な
ど
在
来
線
の
高
架
化
完
了
後
、
駅

北
側
の
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
が
0
・
09
㎞
延
伸

し
て
高
架
下
に
乗
り
入
れ
、
市
内
電
車
と
接
続

す
る
計
画
だ
。
富
山
駅
を
貫
く
形
で
南
北
の
路

面
電
車
が
接
続
す
る
こ
と
で
、
富
山
駅
周
辺
の

交
通
結
節
機
能
が
さ
ら
に
盤
石
な
も
の
と
な

り
、
富
山
市
北
部
地
域
と
市
街
地
中
心
部
の
ア

ク
セ
ス
が
強
化
さ
れ
る
。

「
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
１
日
の
乗
降
客
数

は
約
５
０
０
０
人
。
市
内
電
車
は
約
１
万
３
０ 

０
０
人
。
接
続
さ
れ
た
ら
、
利
用
者
数
は
さ
ら

に
増
え
る
だ
ろ
う
。
当
社
も
効
率
的
な
ダ
イ
ヤ

を
考
え
、
利
便
性
を
高
め
て
い
き
た
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
両
者
が
接
続
す
る
こ
と
で
、
富

山
市
の
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
の
水
準
が
格
段
に

ア
ッ
プ
す
る
」
と
村
井
部
長
は
期
待
を
寄
せ
る
。

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
が
市
内
電
車
と
接
続

し
、
路
面
電
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
き
く
進
化

す
る
の
は
平
成
31
年
度
の
予
定
だ
。

　新
幹
線
効
果
で
増
大
し
た
観
光
利
用

北
陸
新
幹
線
の
開
業
は
、
富
山
県
の
観
光
に

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
富
山
市
の
路
面
電

車
に
も
波
及
し
て
い
る
。

「
富
山
県
内
の
宿
泊
者
数
が
大
き
な
伸
び
を

見
せ
て
い
る
が
、
宿
泊
施
設
は
圧
倒
的
に
富
山

市
内
に
多
い
。
つ
ま
り
多
く
の
来
訪
者
が
富
山

■路面電車南北接続事業と新幹線開業
　による相乗効果

①新規利用や来街者の動向

②市内主要宿泊施設（11カ所）における
　宿泊者数の変化

③路面電車半額券・無料券利用実績
　（市内宿泊施設利用者対象）

富山地方鉄道集計値／ 平成 26 年：平成 26 年４月～６月における輸送人員
 平成 27 年：平成 27 年４月～６月における輸送人員
 ＳＦ（Stored Fare）：チャージ式 IC カード利用人員

富山市集計値／ 平成 26 年：平成 26 年４月～６月における宿泊者数
 平成 27 年：平成 27 年４月～６月における宿泊者数

富山市集計値（平成 27 年 7 月 31 日時点）

（出所：富山市都市整備部資料）
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527
1新幹線と路面電車が直結。改札口から路面電車が見える2セントラムと観
光列車のレトロ電車3クラシカルとモダンを楽しむレトロ電車の車内
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市
を
拠
点
に
県
内
を
移
動
し
て
い
る
」
と
谷
口

理
事
は
語
る
。

富
山
市
内
の
宿
泊
施
設
利
用
者
に
配
布
す
る

「
路
面
電
車
半
額
券
・
無
料
券
」
は
平
成
27
年

４
～
７
月
に
前
年
同
期
比
４
・
３
倍
を
発
行
、

同
時
期
の
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
現
金
利
用
者

も
約
３
割
増
加
し
、
市
内
電
車
も
同
時
期
の
定

期
外
利
用
者
が
約
２
割
、
現
金
利
用
者
が
約
３

割
増
加
し
て
い
る
。

沿
線
の
観
光
施
設
利
用
者
も
大
幅
な
伸
び
を

見
せ
て
お
り
、
平
成
25
年
か
ら
富
山
地
鉄
が
販

売
す
る
市
内
電
車
１
日
乗
り
放
題
と
富
山
名

物
・
ま
す
寿
司
ク
ー
ポ
ン
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

企
画
切
符
「
ぐ
る
っ
と
グ
ル
メ
ぐ
り
ク
ー
ポ

ン
」
は
、
新
幹
線
開
業
後
、
売
り
上
げ
が
２
倍

以
上
に
伸
び
た
。

「
市
街
地
中
心
部
の
活
性
化
を
目
指
し
て
つ

く
っ
た
企
画
だ
が
、
気
軽
に
乗
降
で
き
る
路
面

電
車
の
メ
リ
ッ
ト
が
市
内
の
回
遊
に
う
ま
く

マ
ッ
チ
し
て
観
光
客
に
利
用
さ
れ
て
い
る
」
と

貫
場
副
部
長
は
語
る
。

ま
た
富
山
市
を
起
点
に
、
立
山
や
黒
部
・
宇

奈
月
温
泉
方
面
に
路
線
を
延
ば
す
富
山
地
鉄
で

は
、
新
幹
線
開
業
を
視
野
に
入
れ
て
、
平
成
23

年
12
月
に
「
ア
ル
プ
ス
エ
キ
ス
プ
レ
ス
」、
平
成

25
年
８
月
に
「
ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ
ー
エ
キ
ス
プ
レ

ス
」、
二
つ
の
観
光
列
車
の
運
行
を
開
始
し
た
。

さ
ら
に
平
成
27
年
２
月
26
日
に
は
、
本
線
の

長
屋

－

舌
山
間
に
、
新
黒
部
駅
を
新
設
し
て
い

る
。
こ
の
駅
は
、
北
陸
新
幹
線
の
黒
部
宇
奈
月

温
泉
駅
に
隣
接
し
、
国
と
富
山
県
、
黒
部
市
が

事
業
費
の
3
分
の
1
ず
つ
を
負
担
し
た
も
の

で
、
駅
舎
は
黒
部
市
が
事
業
費
全
額
を
負
担
し

て
整
備
さ
れ
た
。
9
時
か
ら
18
時
ま
で
は
ア
テ

ン
ダ
ン
ト
が
常
駐
し
、
乗
車
券
の
販
売
や
乗
換

案
内
、
観
光
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

「
こ
の
区
間
は
も
と
も
と
輸
送
密
度
が
低
く
、

１
日
の
乗
降
客
数
は
１
０
０
人
程
度
だ
っ
た

が
、
新
駅
に
特
急
電
車
を
停
車
さ
せ
、
新
幹
線

と
接
続
さ
せ
る
と
同
時
に
地
元
の
方
に
も
利
用

し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
を
編
成
し
た
。
新
幹
線
の
開

業
効
果
は
大
き
く
、
乗
降
人
数
が
最
高
２
３
０ 

０
人
を
超
え
た
日
も
あ
っ
た
」（
村
井
部
長
）

今
後
の
課
題
は
、
観
光
客
が
減
少
す
る
冬
場

の
施
策
で
、
食
や
雪
景
色
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、

割
引
企
画
切
符
な
ど
の
販
売
で
誘
客
を
図
る
。

観
光
客
の
２
次
交
通
を
担
う
一
方
で
、
地
域

交
通
の
事
業
者
と
し
て
住
民
の
生
活
路
線
を
確

保
す
る
使
命
も
あ
る
。

「
住
民
の
方
々
に
向
け
て
は
、
日
常
の
安
定

し
た
運
行
を
い
か
に
提
供
し
て
い
く
か
が
重

要
。
電
車
の
本
数
を
増
や
す
、
定
期
の
割
引
率

を
高
く
す
る
な
ど
し
て
、
沿
線
の
お
客
さ
ま
を

地
道
に
増
や
し
て
い
く
。
学
割
定
期
を
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
購
入
で
き
る
よ
う
に
し
て
か

ら
、
通
年
の
定
期
の
購
入
が
増
え
た
例
も
あ

り
、
安
全
・
安
心
・
安
定
の
ほ
か
に
お
得
感
な

ど
も
打
ち
出
し
て
、
よ
り
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
今
後

は
、
地
元
利
用
と
観
光
利
用
、
こ
の
二
つ
の
バ

ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
」
と
村
井
部
長
は
語
る
。

富
山
市
が
ま
ち
づ
く
り
の
装
置
と
し
て
整
備

を
続
け
て
き
た
地
域
内
の
公
共
交
通
は
、
北
陸

新
幹
線
と
い
う
広
域
幹
線
と
連
絡
す
る
こ
と
で

著
し
い
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
４
年
後
に
南
北

接
続
事
業
が
完
了
す
れ
ば
、
富
山
市
が
目
指
す

Ｌ
Ｒ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
す
る
。「
路
面

電
車
の
ま
ち
・
富
山
」
は
、
そ
の
完
成
に
向
け

て
日
々
進
化
し
て
い
る
。

12中間に２階建て車両を組み込んだ３両編成の「ダブルデッカーエキスプレス」と車内34
鉄橋を渡る「アルプスエキスプレス」。車内は木をふんだんに使った温かみと高級感にあふれる
インテリア5電鉄富山駅6富山駅前に開設されている富山地鉄の観光案内所7富山地鉄の新黒
部駅。新幹線の黒部宇奈月温泉駅に隣接する8新黒部駅にはアテンダントが常駐、乗換案内な
どを行っている
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